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人材養成の目的 3つの方針
入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）／教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）／学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

　建学の精神「尊敬」「責任」「自由」に立脚し、期待される社会人になれるよう
人間性を育み、知性および感性の向上を目指すと共に、健康で豊かな生活を営む
ことができる人間の育成をはかることを教育の目的としています。また、栄養士課程
とフードスペシャリスト課程をもうけ、食と栄養に関する豊かな知識と確かな技術を
通して、これからの社会に貢献できる栄養士とフードスペシャリストを養成することを
目標としています。

健康栄養学科

幼児教育学科

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

●入学希望者評価の方法
　評価の方法には、調査書、面接、学力試験、基礎能力調査、国語・数学基礎力
検査、志望の動機、卒業後の希望などがあり、以下の入学者選抜方法ごとに多
面的・総合的に評価します。

※志望の動機や卒業後の希望の評価は、面接又は調査書の評価に含まれます。
★高等専門学校生・専修学校高等課程生の配点は、調査書約33%、面接約33%、基礎
能力調査約33%となります。

調査書約33%、面接約33%、
国語・数学基礎力検査約33%

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%

調査書50%、面接50%

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%

面接50%、基礎能力調査50%★

調査書約33%、面接約33%、学力試験約33%

AO生

指定校推薦生

公募推薦生

専門学科・
総合学科推薦生

高大連携生

特待生

社会人・特別

一般生

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%

●求める学生像

食と栄養の専門家を目指して自ら進んで学ぶ意欲を持っている人
短大で学ぶ教養と専門の教科を理解するための基礎能力のある人
コミュニケーション能力があり、サービスの精神が理解できる人

①
②
③

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

　健康栄養学科は、食と栄養に関する専門知識と実践力からなる専門性を発揮
して、健康で豊かな生活を営むことができる人間の育成を進めています。この教育
目的を果たすため、社会の期待に応える栄養士とフードスペシャリストの養成を教
育目標とします。このため、次のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）によ
り、「単位の実質化」に配慮して入学から卒業まで効果的な学修が行えるようカリ
キュラムを編成しています。

1.

2.

3.
 
4.

5.

建学の精神と専門科目の理解に必要な共通基礎科目、食と栄養に関する基本
的な専門科目を卒業必修科目として開講します。
建学の精神に基づく人格形成と専門の探求のための科目を選択科目として開講
します。
栄養士とフードスペシャリストの養成を目標に栄養士課程とフードスペシャリスト
課程を設け、必要な科目をそれぞれの課程の必修科目として開講します。
栄養士課程の必修科目で栄養士業務の実務を学ぶ給食論実習Ⅲ（校外実習）
には履修要件を設けて、履修する学生のレベルを対外的に保証します。
高等学校までの復習を含む基礎的科目として、基礎自然科学、自然科学（生物）、
自然科学（化学）を1年次に必修科目として開講します。

1.
2.
3.
 
4.

食と健康の関わりについて科学的に理解する能力を修得している。
健康的な食生活を実践するための基本的技術が身についている。
食と栄養の専門性を発揮して、サービスの精神に基づいて社会に貢献する素養
が身についている。
論理的思考と倫理観によって、食と栄養に関わる諸問題に対処する能力を修得
している。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

　学科の目的に鑑み、本学所定の単位を修得し、次の成果が得られた学生に卒業
を認定し、短期大学士（家政学）の学位を授与します。

　幼児教育学科では、幼稚園教諭と保育士の養成を目的とし、そのために幅広い
専門知識と技術を身につけた人物を育成します。

　建学の精神である「尊敬」「責任」「自由」を基に、豊かな人間性を備えた保育者
の育成を目指します。

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

●求める学生像

①子どもを心から愛し、子どもの心に寄り添える人
②保育への関心が高く、研究心旺盛な人
③目標を高く持ち、努力を惜しまない人
④自己の欠点を是正し、他者をも大切にできる人
⑤明るく、笑顔のすてきな人
⑥チャイルド・ミュージックコースに於いては、更に音楽的経験のある人

●入学希望者評価の方法
　評価の方法には、調査書、面接、面接内実技、音楽経験度調査、学力試験、基礎
能力調査、志望の動機、卒業後の希望などがあり、以下の入学者選抜方法ごとに
多面的・総合的に評価します。

※志望の動機や卒業後の希望の評価は、面接又は調査書の評価に含まれます。
★高等専門学校生・専修学校高等課程生の配点は、調査書約33%、面接約33%、基礎
能力調査約33%となります。

調査書50%、面接50%

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%

面接50%、基礎能力調査50%★

調査書約33%、面接約33%、学力試験約33%

高大連携生

特待生

社会人・特別

一般生

調査書約17%、面接50%、小論文約33%

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%

AO生

〈幼児教育コース〉

指定校推薦生

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%公募推薦生

専門学科・
総合学科推薦生 調査書約17%、面接50%、基礎能力調査約33%

基本的な科目から応用的な科目へと系統的に学べるように開講時期を配置し
ます。
卒業学年の12月に実施されるフードスペシャリスト資格認定試験と栄養士実力
認定試験に対応できるよう開講時期を調整します。

6.

7.
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本学は、学力を構成する重要な要素（「知識・技能」
「思考力・判断力・表現力等」「主体性・多様性・協働
性」）を踏まえた多面的・総合的に評価する入学者
選抜を実施します。

〈入学者選抜の実施方針〉●「真」の本質を見きわめ、追求しようとする人
●健全な意志を持って「善」へ邁進する人
●盛んな研究心と努力で「美」を探求する人
●「聖」を敬愛して社会への奉仕の意義を知る人

学園が
求めるもの

1.
2.
3.

4.
5.

教育・保育の本質を理解し、内容・方法を学ぶ科目を設けます。
子どもの発達（心理的・身体的）を深く理解し、支援について学ぶ科目を設けます。
保育の表現技術を身につけるための科目を設けます。チャイルド・ミュージックコ
ースにおいては、この内容を更に強化します。
保育を総合的に計画・実践するための科目を設けます。
学修した知識や技術を統合し、問題を解決する能力を育成するために「卒業
研究」を必修とします。チャイルド・ミュージックコースにおいては、全員ミュージカル
を選択します。

　教育・保育に関する専門知識と技術、幅広い教養を身につけた保育者を養成
するため、以下のような方針に基づきカリキュラムを編成しています。

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

１年に入門、概論の専門教育科目を置き、２年より専門性に特化した専門教育科目
を編成します。
「地域創成ゼミナール」「地域創成プロジェクト演習」科目を開設することで、地域
社会の創成に力を発揮できる人材を輩出することを目指します。
二年間の集大成として「卒業研究」などの科目において、自ら問題意識を持って
学びを追及することができる分析力を身につけます。
資格取得に必要な科目の多くは卒業要件の科目としても認められ、効率の良い履修
が可能となり、多様な資格と知識・技能の習得を目指せるカリキュラム編成とします。
司書および学芸員補の資格取得に必要な科目を開講し、幅広い教養を学修する
ための専門的な教育プログラムを実施し、知識の形成を目指します。
情報処理士の資格取得に必要な科目を開講し、社会生活に不可欠な情報活用
能力を育成して企業人の基礎力として求められているITスキルを身につけます。
社会福祉主事（任用資格）の資格取得に必要な科目を開講し、ボランティア活動
等を通して、専門知識と共に実践的な技能の育成を目指します。
芸術と人間社会における諸問題を総合的に捉え、新しい視覚文化に対応できる
教育を実施します。

　文化、歴史、芸術、情報などの専門の学修を通して、継続的に社会貢献ができる
総合的な人間力を持つ人材の育成を目的とします。そのために、地域社会活動な
どと連動した実践教育（アクティブラーニング）を行うことで文化施設や地域社会で
活躍することができるよう、以下の項目を編成し設置します。

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.

教育・保育の本質を理解している。
保育内容を理解し、保育を総合的に計画し実践できる。
子どもの発達（心理的・身体的）を理解し、子どもを支援することができる。
保育を実践するための方法や技術を身につけている。
感性豊かな表現力とコミュニケーション能力を身につけている。
学修した知識や技術を統合し、問題を解決する能力が育っている。
幅広い教養と豊かな人間性や規範意識を身につけている。
チャイルド・ミュージックコースにおいては、更に一定水準以上の音楽表現が身に
付いている。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

　幼児教育学科所定の単位を修得し、以下の知識・能力を身につけた学生に
対して卒業を認定し、短期大学士（教育学）の学位を授与します。

1.

2.
3.
 
4.

身近な生活圏の歴史や文化を理解し、専門教育の実習を通して地域社会に
貢献できる力を身につけている。
柔軟で応用力のある創造的思考力を身につけている。
地域社会において円滑に対応できるコミュニケーション力を活かしながら、現代社会
の多様な課題を自らの力で発見し、それらを分析し解決する能力を身につけている。
専門的知識を活用し、論理的に課題を探求し、他者と協調し問題を解決していく
主体的行動力を身につけている。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

　建学の精神に基づく教育目的に従い、以下に掲げる知識や資質を身につけ、
所定の単位を修得した学生に対し短期大学士（地域創成）の学位を授与します。

　地域連携教育を中心とした多様な学びにより創造力や表現力、コミュニケーション
能力を伸ばし、地域の発展に取り組む力を身につけます。また、図書館司書、博物館
学芸員補、デザイナー、イベントスタッフ、一般事務など、多様な専門分野を複合的に
学ぶことで、社会貢献の目的意識に合った能力を持つ人物を育成します。

地域創成学科

　建学の精神である「尊敬」「責任」「自由」を基に、地域文化の新しい価値を創造する
人物の育成を目指します。

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

●求める学生像

目標に向かって、着実な努力を継続して行える人
地域社会の一員として、自己の能力と個性を活かし、人や社会に貢献
する意識を持つ人
幅広い関心を持ち、物事を多面的に捉えようとする人
人と地域のつながりを大切にし、学んだことを地域に発信できる人

①
②

③
④

●入学希望者評価の方法
　評価の方法には、調査書、面接、プレゼンテーション（小論文または美術作品
の制作に関する説明）、基礎能力調査（国語または小論文またはデッサン）、学力
試験（国語）があり、以下の入学者選抜方法ごとに多面的・総合的に評価します。

調査書約17%、面接約17%、小論文（または制作した
作品）約33%、プレゼンテーション約33%

調査書50%、面接50%

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%

面接50%、基礎能力調査50%★

調査書約33%、面接約33%、学力試験約33%

AO生

指定校推薦生

公募推薦生

専門学科・
総合学科推薦生

高大連携生

特待生

社会人・特別

一般生

調査書約33%、面接33%、基礎能力調査約33%

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%

調査書約33%、面接約33%、基礎能力調査約33%

調査書約50%、面接約50%

調査書25%、面接25%、基礎能力調査25%、
音楽経験度調査25%

調査書約33%、面接約33%、音楽経験度調査約33%★

調査書25%、面接25%、基礎能力調査25%、
音楽経験度調査25%

高大連携生

特待生

社会人・特別

一般生

調査書25%、面接25%、基礎能力調査25%、
音楽経験度調査25%公募推薦生

専門学科・
総合学科推薦生

調査書約13%、面接約38%、基礎能力調査25%、
音楽経験度調査25%

調査書約13%、面接約38%、小論文25%、
音楽経験度調査25%

調査書25%、面接25%、基礎能力調査25%
音楽経験度調査25%

AO生

〈チャイルド・ミュージックコース〉

指定校推薦生

★高等専門学校生・専修学校高等課程生の配点は、調査書約33%、面接約33%、基礎
能力調査約33%となります。

※志望の動機や卒業後の希望の評価は、面接又は調査書の評価に含まれます。
★高等専門学校生・専修学校高等課程生の配点は、調査書25%、面接25%、基礎能力
調査25%、音楽経験度調査25%となります。
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人材養成の目的 3つの方針
入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）／教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）／学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

音楽科

ピアニストへ、声楽家へ、管弦楽奏者へ、音楽教室講師へ、
音楽療法士へ、道が広がります。
人間生活に必要な音楽の世界を感性豊かに学びます。

　音楽は、人生を豊かにし、生活を潤いのあるものにします。音楽科は建学の
精神である「尊敬」「責任」「自由」を基盤とし、社会において音楽芸術の発展に
貢献できる人材、及び音楽療法士として医療福祉分野で活躍できる人材の育成を
目的としています。

地域創成学科

文化理解や地域文化の発信、創造・表現活動、
社会参加活動の学修・経験を通して人間性を培い、
地域文化の新しい価値を創造する人物を育成します。

　地域連携教育を中心とした多様な学びにより創造力や表現力、コミュニケー
ション能力を伸ばし、地域の発展に取り組む力を身につけます。また、図書館
司書、博物館学芸員補、デザイナー、イベントスタッフ、一般事務など、多様な
専門分野を複合的に学ぶことで、社会貢献の目的意識に合った能力を持つ
人物を育成します。

幼児教育学科

建学の精神である「尊敬」「責任」「自由」を基に、
豊かな人間性を備えた保育者の育成を目指します。

　幼児教育学科では、幼稚園教諭と保育士の養成を目的とし、そのために幅広い
専門知識と技術を身につけた人物を育成します。

健康栄養学科

健康で豊かな食生活をすすめる「栄養士」と、
食品業界にかかわる「フードスペシャリスト」を養成。
人々の健康をサポートする食と栄養の知識と
技術を身につけます。

　建学の精神「尊敬」「責任」「自由」に立脚し、期待される社会人になれるよう人間
性を育み、知性および感性の向上を目指すと共に、健康で豊かな生活を営むことが
できる人間の育成をはかることを教育の目的としています。また、栄養士課程とフード
スペシャリスト課程をもうけ、食と栄養に関する豊かな知識と確かな技術を通して、
これからの社会に貢献できる栄養士とフードスペシャリストを養成することを目標と
しています。

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

　教育・保育に関する専門知識と技術、幅広い教養を身につけた保育者を養成
するため、以下のような方針に基づきカリキュラムを編成しています。

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

　学科の目的に鑑み、本学所定の単位を修得し、次の成果が得られた学生に卒業を
認定し、短期大学士（家政学）の学位を授与します。

食と健康の関わりについて科学的に理解する能力を修得している。
健康的な食生活を実践するための基本的技術が身についている。
食と栄養の専門性を発揮して、サービスの精神に基づいて社会に貢献する
素養が身についている。
論理的思考と倫理観によって、食と栄養に関わる諸問題に対処する能力を
修得している。

1.
2.
3.
 
4.

教育・保育の本質を理解し、内容・方法を学ぶ科目を設けます。
子どもの発達（心理的・身体的）を深く理解し、支援について学ぶ科目を設けます。
保育の表現技術を身につけるための科目を設けます。
保育を総合的に計画・実践するための科目を設けます。
学修した知識や技術を統合し、問題を解決する能力を育成するために「卒業
研究」を必修とします。

1.
2.
3.
4.
5.

　音楽科は、建学の精神のもと社会において音楽芸術の発展に貢献できる人材、
及び音楽療法士として医療福祉分野で活躍できる人材を育成することを教育目標
としています。この目的を達成するために以下の項目を教育課程編成の方針として
います。

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

音楽通論、和声学、音楽史等理論系の科目の他、ソルフェージュや合唱、合奏の
授業を通して総合力を高め、生涯音楽に関わる姿勢を養うためのカリキュラムを
編成しています。
専門的な演奏技術や豊かな表現力を習得できるよう、個人レッスンを中心とした
専攻実技の科目を配置しています。
音楽芸術を通して社会に貢献できる人材を育成するため、資格取得に必要な
科目を配置しています。

1.

2.

3.

１年に入門、概論の専門教育科目を置き、２年より専門性に特化した専門教育
科目を編成します。
「地域創成ゼミナール」「地域創成プロジェクト演習」科目を開設することで、地域
社会の創成に力を発揮できる人材を輩出することを目指します。
二年間の集大成として「卒業研究」などの科目において、自ら問題意識を持って
学びを追及することができる分析力を身につけます。
資格取得に必要な科目の多くは卒業要件の科目としても認められ、効率の良い
履修が可能となり、多様な資格と知識・技能の習得を目指せるカリキュラム編成
とします。
司書および学芸員補の資格取得に必要な科目を開講し、幅広い教養を学修す
るための専門的な教育プログラムを実施し、知識の形成を目指します。
情報処理士Ⓝの資格取得に必要な科目を開講し、社会生活に不可欠な情報活用
能力を育成して企業人の基礎力として求められているITスキルを身につけます。
社会福祉主事（任用資格）の資格取得に必要な科目を開講し、ボランティア活
動等を通して、専門知識と共に実践的な技能の育成を目指します。
芸術と人間社会における諸問題を総合的に捉え、新しい視覚文化に対応できる
教育を実施します。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

　幼児教育学科所定の単位を修得し、以下の知識・能力を身につけた学生に対して
卒業を認定し、短期大学士（教育学）の学位を授与します。

教育・保育の本質を理解している。
保育内容を理解し、保育を総合的に計画し実践できる。
子どもの発達（心理的・身体的）を理解し、子どもを支援することができる。
保育を実践するための方法や技術を身につけている。
感性豊かな表現力とコミュニケーション能力を身につけている。
学修した知識や技術を統合し、問題を解決する能力が育っている。
幅広い教養と豊かな人間性や規範意識を身につけている。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

　音楽科所定の単位を修得し、以下の専門的知識・技能等を身に付けた学生に
対して卒業を認定し、短期大学士(音楽)の学位を授与します。

幅広い教養や音楽についての知識を習得している。
ピアノ、声楽、管弦楽器の専攻実技の基本的な演奏技術力と表現力を習得し
ている。
様々な授業や学修体験を通して豊かな人間性と生涯にわたって主体的に学び
続ける意欲を身に付けている。

1.
2.

3.

身近な生活圏の歴史や文化を理解し、専門教育の実習を通して地域社会に
貢献できる力を身につけている。
柔軟で応用力のある創造的思考力を身につけている。
地域社会において円滑に対応できるコミュニケーション力を活かしながら、現
代社会の多様な課題を自らの力で発見し、それらを分析し解決する能力を身に
つけている。
専門的知識を活用し、論理的に課題を探求し、他者と協調し問題を解決して
いく主体的行動力を身につけている。

1.

2.
3.

4.

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

求める学生像

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

①食と栄養の専門家を目指して自ら進んで学ぶ意欲を持っている人

②短大で学ぶ教養と専門の教科を理解するための基礎能力のある人

③コミュニケーション能力があり、サービスの精神が理解できる人

本学は、学力を構成する重要な要素（「知識・技能」
「思考力・判断力・表現力等」「主体性・多様性・協働
性」）を踏まえた多面的・総合的に評価する入学者
選抜を実施します。

〈入学者選抜の実施方針〉〈入学者選抜の実施方針〉●「真」の本質を見きわめ、追求しようとする人。
●健全な意志を持って「善」へ邁進する人。
●盛んな研究心と努力で「美」を探求する人。
●「聖」を敬愛して社会への奉仕の意義を知る人。

学園が
求めるもの

求める学生像

①子どもを心から愛し、子どもの心に寄り添える人

②保育への関心が高く、研究心旺盛な人

③目標を高く持ち、努力を惜しまない人

④自己の欠点を是正し、他者をも大切にできる人

⑤明るく、笑顔のすてきな人

求める学生像

①情熱をもって音楽に取り組み、夢に向かって努力を惜しまない、

　学習意欲の旺盛な人

②これまで習ってきた楽器の演奏法を専門的に深めたいと思っている人

③高校で合唱や吹奏楽、管弦楽などを経験、音楽の素晴らしさを体感し

　自分の歌唱や楽器の演奏法について更に追求したいと思っている人

求める学生像

①目標に向かって、着実な努力を継続して行える人
②地域社会の一員として、自己の能力と個性を活かし、人や社会に
　貢献する意識を持つ人
③幅広い関心を持ち、物事を多面的に捉えようとする人
④人と地域のつながりを大切にし、学んだことを地域に発信できる人

1.

2.

3.
 
4.

5.

6.
7.

　健康栄養学科は、食と栄養に関する専門知識と実践力からなる専門性を発揮
して、健康で豊かな生活を営むことができる人間の育成を進めています。この教育
目的を果たすため、社会の期待に応える栄養士とフードスペシャリストの養成を教育
目標とします。このため、次のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）により、
「単位の実質化」に配慮して入学から卒業まで効果的な学修が行えるようカリ
キュラムを編成します。

建学の精神と専門科目の理解に必要な共通基礎科目、食と栄養に関する基本的
な専門科目を卒業必修科目として開講します。
建学の精神に基づく人格形成と専門の探求のための科目を選択科目として
開講します。
栄養士とフードスペシャリストの養成を目標に栄養士課程とフードスペシャリスト
課程を設け、必要な科目をそれぞれの課程の必修科目として開講します。
栄養士課程の必修科目で栄養士業務の実務を学ぶ給食論実習Ⅲ（校外実習）
には履修要件を設けて、履修する学生のレベルを対外的に保証します。
高等学校までの復習を含む基礎的科目として、基礎自然科学、自然科学（生物）、
自然科学（化学）を1年次に必修科目として開講します。
基本的な科目から応用的な科目へと系統的に学べるように開講時期を配置します。
卒業学年の12月に実施されるフードスペシャリスト資格認定試験と栄養士実力
認定試験に対応できるよう開講時期を調整します。

教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）
　文化、歴史、芸術、情報などの専門の学修を通して、継続的に社会貢献ができる
総合的な人間力を持つ人材の育成を目的とします。そのために、地域社会活動など
と連動した実践教育（アクティブラーニング）を行うことで文化施設や地域社会で
活躍することができるよう、以下の項目を編成し設置します。

　建学の精神に基づく教育目的に従い、以下に掲げる知識や資質を身につけ、所
定の単位を修得した学生に対し短期大学士（地域創成）の学位を授与します。



　1981（昭和56）年、短期大学としては日本最初の文化学科を設置し30年以上が経過
する中で県内外の文化施設に有能な卒業生を送り出してきました。近年、グローバル化
や社会の成熟化にともない文化をより体系的、構造的に捉え、その成果を多方面に発信
でき、しかも豊かな人間性を有する専門的職業人が求められています。このような現代
のニーズに応えようと2000（平成12）年に修業年限２年の専攻科文化学科専攻が開設
されました。

専攻科文化学
専攻の設置経
緯と主旨

　大学改革支援・学位授与機構より「認定専攻科」として認定され、入学し単位取得後
の最終試験に合格すると学士（文学）の学位が得られます。また、平成26年度入学生よ
り新たに大学４年間の学修に相当する「適用専攻科」も設置しました。こちらは文化学
科からの学びをより深め専門性を高めるための「学習総まとめ科目」を履修し、大学４
年間の学修成果が認められると学士（文学）の学位が得られます。

学位の取得
学士（文学）

⑴　短期大学を卒業した方または2019年３月卒業見込みの方
⑵　短期大学を卒業した方と同等の学力があると本学が認めた方出願資格

⑴　2019年度入学願書〈専攻科〉
⑵　卒業（見込）証明書
⑶　成績証明書、単位修得（見込）証明書
⑷　志願票返送用封筒　郵便番号・住所・氏名を明記し、簡易書留分（392円）の切手を貼付けしてください。

出願書類

郡山女子大学短期大学部にて行います。試験会場

・面接
・出身学校の成績並びに単位修得状況
上記の２点を総合して判定します。

選抜方法

理　　念 　　　　　
人間の生きた証である歴史や文化を体系的に学び、豊かな人間性を培
い、幅広く多様な教養を身につけてもらいます。

教育目標 　　　　　
グローバル化する社会的・文化的状況の中で専門性の基礎・基本を重視
しつつ、関連諸科学との関係、学問と個人の価値観、及び現実社会との
関係を学びの中で考えてもらいます。

求める学生像 　　　
①短期大学あるいは高等専門学校で学んだ人で専門的な歴史や文化につ
いての知識をもち、それを創造的に活用できる人。

②歴史や文化についての専門的知識を専門職の中で生かそうという意欲
を持つ人。

③歴史や文化についての専門知識によって現実の諸問題を解決しようと
する行動力をもつ人。

入学者受入方針
（アドミッション
ポリシー）

◇合否発表は本人宛に日本郵便「レターパックプラス」で発送します。
◇合格した方には、合格通知とともに入学手続き書類を郵送いたします。
◇合格通知を受けた方は、入学金及び授業料等の納入金を定められた期日
までに納入し、入学手続をしてください。本学所定の振込用紙を用いて
最寄りの金融機関から電信扱いで振り込んでください。
◇入学手続期間中に手続きがされなかった場合は、入学を辞退したものと
みなし、合格を取り消す場合があります。

入学手続き 入学手続き締切日

Ⅰ期 １月４日（金）

Ⅱ期 ３月15日（金）

選抜日程 出願期間 選抜日 当日の日程 合否通知発送日

Ⅰ期 11月16日（金）～11月27日（火） 12月８日（土） 9:00より入室開始
（※開門8:50）
試験9:20～
　　・面接

12月18日（火）

Ⅱ期 ２月１日（金）～２月12日（火） ２月22日（金） ３月５日（火）

必要書類を取りそろえ、本学所定の封筒に入れ、書留郵便で郵送もしくは持参してくだ
さい。（出願最終日消印有効）
持参する場合の出願先と受付時間は下記のとおりです。
出願先：郡山女子大学短期大学部　教務部
　　　　〒963-8503　福島県郡山市開成3丁目25番2号
　　　　☎024（932）4848（代表）
受付時間：月曜日～金曜日の9:00～15:00（土・日・祝日・学園休業日は受付いたしま

せん）

出願の方法

入学検定料10,000円を本冊子所定の用紙にて、最寄りの金融機関窓口でお振込みください。
なお、入学検定料払込証明書を入学願書裏面の所定欄に貼付して提出願います。
本学を２回出願する場合、２回目の入学検定料は無料です。
※２回目の受験の方は、出願時に前回の志願票を添付してください。

入学検定料

合格通知を受けた方は、入学金・授業料等所定の納付金を定められた期日までに納付し
てください。

納入方法 ・学費の納付は「全納」または「分納」のいずれかを選択することができます。
・「分納」の場合…2019年10月に後期分を納付することになります。

（単位：円）

学　費

区分

内訳
全納

分納する場合
備　考（前期）

入学手続時
（後期）

10月の納付時

入 学 金 220,000 220,000 ─ 入学時のみ納付
本短期大学部卒業（見込）者は免除

授 業 料 692,000 346,000 346,000

施 設 充 実 費       100,000 50,000 50,000

教 育 充 実 費 150,000 75,000 75,000

家族会費
入 会 金          2,000 2,000 ─ 入学時のみ納付

年 会 費         12,000 6,000 6,000

学友会費
入 会 金          1,000 1,000 ─ 入学時のみ納付

年 会 費          3,000 1,500 1,500

合　　計 1,180,000 701,500 478,500

東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故に伴う
授業料等減免措置について

本学が定めた措置基準により、授業料の 3割 5分、5割、7割、8割、全額が減免されます。
本学が定めた措置基準をご確認いただき、出願書類とともにご提出をお願いします。

概要 本支援措置は、東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故に伴う被災者を対象とします

対象者 2019年度入学者選抜で合格した方

減免措置対象者及び基準 本学が定めた「授業料等減免支援基準ならびに申請時提出証明書一覧」にてご確認ください

提出書類 本学が定めた書類（願書提出時に提出してください）

減免措置基準及び
申請書の入手方法

●本学ホームページよりダウンロード可能です。www.koriyama-kgc.ac.jp
●入学事務・広報部までご連絡いただければ、郵送します。  0120-910-488（直通）
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